
「世界遺産の連なる奈良から問う、地方自治の未来」
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Ⅸ.持統帝と天武帝の絆 Ⅹ.天皇の八角形墳
Ⅺ.極彩色の古墳壁画 Ⅻ.不思議な都づくり

３．未来像／明日香まるごと博物館
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世界遺産登録件数 推移と年間登録数 年間件数 登録総数

2018年度から、委員会審議は、
各国、毎年、上限１件
自然遺産・開発国優先の考え方

登録の多い國：イタリア(62件)、
中国(61件)、フランス(56件)、
ドイツ(55件)、スペイン(50件)

2026年7月末現在 1,273件（文化遺産991件、自然遺産240件、複合遺産42件）

Ⅰ「飛鳥･藤原の宮都」の世界遺産登録

2026.7 第48回世界遺産委員会＠韓国 新規登録25件（日本：１件 飛鳥・藤原の宮都）
2026.7月末現在 危機遺産58件(今回危機リスト6件(うち緊急登録3件)、危機除外1件）２



古都鎌倉の寺院・寺社ほか （1992）

彦根城 （1992）

登録済の資産（文化遺産） ２2 件

暫定資産(推薦準備中) ４件

富士山 信仰の対象と芸術の源泉（2013）
富岡製糸場と絹産業資産群  （2014）
明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産業 (2015)
ル・コルビュジエの建築作品
（国立西洋美術館） （2016）

神宿る島 宗像・沖ノ島と関連遺産群
（2017）

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産
（2018）

百舌鳥・古市古墳群  （2019）
北海道・北東北の縄文遺跡群 （2021）
佐渡島の金山 （2024.7.27）

飛鳥・藤原の宮都(2026.7.26）

平泉（拡大） （2012）

法隆寺地域の仏教建造物   （1993）

姫路城   （1993）

古都京都の文化財   （1993）

白川郷・五箇山の合掌造り集落（1995）

原爆ドーム   （1996）

厳島神社  （1996）

古都奈良の文化財  （1998）

日光の社寺  （1999）

琉球王朝のグスク及び関連資産群（1999)

紀伊山地の霊場と参詣道 （2004）

石見銀山遺跡とその文化的景観（2004）

平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園

及び考古学的遺跡群－ （2011）

日本の世界文化遺産一覧

３

⇒2007 暫定リスト記載
2022.6 推薦書素案、2024.4 再推薦書素案

日本の世界遺産は計２７件に



「飛鳥・藤原」の価値・特徴とは

「日本」という国の始まりの地
東アジア東端の日本列島において、初めて中央集権国家が誕生したことを示す資産

評価基準（ⅱ）

中国や朝鮮半島との国際交流に
よって国の仕組みが整い、新たな
文化が花開いた

評価基準（ⅲ）

国の中心＝首都ができあがっていく様
子が、遺跡として地下に残されている

随・唐

百済

高句麗

新羅

飛鳥･藤原

4 ４



「飛鳥・藤原」の構成資産

飛 鳥
西暦593～693年

藤 原
西暦694～710年

宮跡
「律令制度」に基づく
儀式/政治/行政の仕組み
が整ったことを示す

1.飛鳥宮跡
2.飛鳥京跡苑池
3.飛鳥水落遺跡
4.酒船石遺跡

13.藤原宮跡

仏教寺院跡
仏教が広まり、中央集権国
家の象徴となったことを示す

5.飛鳥寺跡・7.山田寺跡
8.川原寺跡・6.橘寺境内

9.檜隈寺跡

14.大官大寺跡
15.本薬師寺跡

墳墓
天皇を頂点とする国家の墓
制を示す

10.石舞台古墳
12.牽牛子塚古墳
11.菖蒲池古墳

16.天武・持統天皇陵
17.中尾山古墳
18.キトラ古墳
19.高松塚古墳

構成資産は19箇所のうち、明日香村内15箇所

参考：赤文字は明日香村内

５



祝！「飛鳥・藤原の宮都｣世界文化遺産登録

６



□ 日本国創生のとき／世界の大交流時代

隋唐帝国
（中央集権国

家） の時代
（６～８世紀）

大航海時代
（15～17

世紀）

産業革命
植民地時代
（19世紀）

資本主義
自由経済
（20世紀）

ア メ リ カ

黒船来航1853

日米和親条約
1854

南北戦争1861

第2次世界大戦

ヨ ー ロ ッ パ

ムハンマドの時
代610年頃～

正統カリフ時代
631～661

イスラム帝国
タラス湖畔の戦
751

マゼラン世界一
周1519

鉄砲伝来1543

キリスト教伝来
1549

東インド会社
1600

日英約定1854

安政５カ国条約
米蘭露英仏

1858

７

中 国

隋中国統一589

唐建国618

唐中国統一

（明）

（清）

アヘン戦争
1840

日清修好条規
1871

日清戦争1894

日 本

遣隋使600

大化改新645

白村江の戦い
663

壬申の乱672

大宝律令701

遣唐使701

天正少年使節団
1582

朝鮮出兵1592

大政奉還1867

明治維新1868

韓 半 島

百済滅亡660

高句麗滅亡668

新羅統一676

（朝鮮）

日朝修好条規

1876

飛鳥時代
(592～710)
／随・唐から

戦国時代
／東ｲﾝﾄﾞ会社

GHQ体制

明治維新
／ﾖｰﾛｯﾊﾟから

飛鳥時代は「古代の国際交流」時代
《西アジア／イスラム VS

東アジア／隋・唐 の時代》

技術・文化・制度の受容
と 日本の独自性の付加

今後、
日本はどこへ？戦後／ｱﾒﾘｶから



西魏・東
魏

南梁

百済

高句麗

新羅
出雲、

越

対馬、九州
倭

○  ６世紀 仏教興隆の流れ／南梁⇒百済･高句麗⇒倭

８

６世紀前半 南梁 武王(502～
557)は仏教中心の国家運営

６世紀中半 百済 聖明王(523～
554)
南梁に倣い仏教を厚く信仰

Google
earth

仏教伝承ルート

【南梁武帝／簫衍の仏教国家】
聖明王⇒倭国欽明帝へ 経典と仏像(552)
南梁出身の司馬達等（氏姓/鞍作村主）

娘 島は日本最初の僧尼善信尼へ
孫 鞍作止利は仏師へ

伎楽は南梁の前身「呉」の舞い（呉楽）

【隋文帝の仏教保護】
推古3年(595)高句麗僧恵慈来朝し厩戸皇子の仏教の師となり、

「隋(589～)は、文帝の下で、官制の整った強大な国で、仏法を
篤く保護している。」と伝える。(遣隋使(600)へ)

６世紀末（594）
 推古帝 仏法興隆の詔



飛鳥の朝夕、春夏秋冬、
朝夕 ～優しい自然～

９

ほっとする、パワーを感じる
／日本の豊かで荒ぶる自然
飛鳥は人々との共生の地

地震、台風、津波、火山‥
四季：春夏秋冬、朝夕、花鳥風月



○ 明日香村特別措置法

1980年5月 歴史的風土の保存及び生活環境の整備等に関する

「明日香村特別措置法」公布

目 的／明日香村のかけがえのない風土を未来に向けて創造的に創世 

1970年1月1日 御井敬三氏の『声の直訴状』を佐藤栄作首相に 
1970年5月 「飛鳥古京を守る議員連盟」が結成

高さ10ｍ、瓦屋根の街並み
国営公園・補助採択、
税の減免、整備基金・
創造的活用交付金

第５次明日香村整備計画(2020～2029)／文化財資源の活用！
10

2024年度 後期5カ年の見直し

景観規制の効果は 30､40年後！



２．飛鳥の謎を解く

ＱⅠ.飛鳥と明日香 ‥二つのアスカの違い
ＱⅡ.飛鳥から国づくり‥なぜ飛鳥で日本ができた？
ＱⅢ.国づくりの始まり‥何が起こり日本ができた？
ＱⅣ.東アジア初の女帝‥なぜ女性天皇ができた？
ＱⅤ.遣隋使の贈り物 ‥600年遣隋使の与えた影響
ＱⅥ.聖徳太子、斑鳩へ‥なぜ斑鳩に居を移した？
ＱⅦ.皇極帝が斉明帝に重祚‥蘇我一族の背水の陣
ＱⅧ.天武帝は天智帝の同母弟‥背水の陣の第二弾
ＱⅨ.持統帝と天武帝の絆 ‥母系のつながり
ＱⅩ.天皇の八角形墳 ‥四方八方を統治＋王家の丘
ＱⅪ.極彩色の古墳壁画‥唐文化への憧れ？
ＱⅫ.不思議な都づくり‥正方位の大道、条坊、宮殿

11



謎Ⅲ 飛鳥の国づくり、始まりは？

 ○ 仏教の伝来(538)･興隆
仏教‥生活のルール／五戒（殺生、偸盗、邪淫、妄語、飲酒）
僧侶‥生活科学一般、漢方医療
寺院‥大学的機能、建築・土木技術(ため池、橋梁)

 ○ 遣隋使（600～）、遣唐使（630～）
          国づくり‥国家組織、制度

都づくり‥都、大道、建物、寺院、市場
手法／見学、書物、留学生

12



【飛鳥寺／仏教興隆】
聖徳太子～橘寺､十七条憲法
推古天皇～飛鳥大仏(丈六)
蘇我馬子～飛鳥寺､石舞台

【壬申の乱】
天武天皇と持統天皇

～嶋宮､さららの道
持統天皇～藤原京遷都

５９６年

６７２年

【大化の改新／乙巳の変】
天智天皇と藤原鎌足

～槻木の広場
蘇我入鹿～首塚

６４５年

○飛鳥時代と朝鮮半島・隋唐交流

６９４年

５９３年～ 飛鳥時代

５５２､５３８年 百済より仏教公伝

女帝の時代
593年 推古天皇

629年 舒明天皇

642年 皇極天皇
645年 孝徳天皇
655年 斉明天皇

668年 天智天皇
672年 弘文天皇

672年 天武天皇
687年 持統天皇

697年 文武天皇

707年 元明天皇

飛鳥時代
５９３～７１０年

６６８年以降
遣新羅使２８回

６７０年以降遣唐使中断

６００年 遣隋使（隋書）

７０１年 朝賀の儀
７０２年 遣唐使復活

13



飛 鳥 寺（588年着手、596年完成）

飛 鳥 寺(法興寺) は
我が国最初の七堂伽藍を
備えた本格的寺院

１．仏教の教えを説く宗教拠点
高句麗僧慧慈、百済僧慧聡

２．最新の知識が集う学問施設
３．外来技術の結集された

高層建築

塔心礎 埋納品 飛鳥大仏
（609年制作）

創建瓦（百済瓦と酷似）

○ 国際文化センター／飛鳥寺

百済から寺工２名、鑢盤博士１名、
瓦博士４名、画工１名が派遣

塔の心礎に仏舎利

推古帝

奈文研より資料提供

奈文研より資料提供

古都飛鳥保存財団より資料提供蘇我馬子 発願

推古帝 発願

14



○遣隋使／日本国創生のはじまり
６００ 第１回遣隋使 隋の文帝 拝謁かなわず
理由：未熟な国、政(夜明け前に行う等)がお粗末
衝撃：使節は王都大興城や朝賀の儀等に驚愕

（隋書では、遣隋使を送ったのは‘多利思比孤’）

６０３ 政務・儀式の行える小墾田宮に遷宮
〃 冠位十二階を制定

６０４  十七条憲法を制定
６０５ 大仏建立の詔(鞍作止利に制作を)
〃 諸王諸臣に褶(ヒラオビ)を着せる

６０７ 法隆寺(斑鳩寺)完成 ６０７～６０８
第２回遣隋使

推古２１(613)年
「難波より京に至る大道を置く』

⇒竹内街道、横大路

「日出ずる処の天子‥」で煬帝が激怒
→答礼使裴世清→小野妹子返書紛失
＜隋と高句麗の関係＞

６０８ 第３回遣隋使
小野妹子とともに高向玄理、南淵
請安、僧旻など

→６３０ 遣唐使船で帰国。
大化の改新に加わる。

文明国をめざし、仏教を保護。
遣隋使で最新文化を学ぶが、
599地震の神の神祇、607｢敬神
の詔｣等 伝統的な神祇も維持

15



謎Ⅸ 持統帝と天武帝の絆は？

持統帝(うののさらら)の経歴／天武帝とともに生きる
 ○ 持統帝の母、蘇我遠智娘は、蘇我倉山田石川麻呂の娘
であり、天智帝の妻。美濃津子娘ともいう。父は乙巳の変

 （645）の時、従兄弟の入鹿でなく、中大兄皇子側に付いたに
もかかわらず、謀反を密告されて自害(649) 。(後に無実  
に‥) 母遠智娘は、病死へ。持統帝４歳で母親を亡くす。

 （657）大田・大江・新田部の姉妹とともに13歳で叔父大海人
皇子に嫁ぐ。

 （661）父(中大兄)、夫(大海人)ともに斉明帝に随行して九州
へ行き、翌年、筑紫国那大津で草壁皇子を出産。

 （667）姉大田皇女が亡くなり、最も身分の高い妻となる。
 （671）壬申の乱の前、大海人皇子吉野隠棲時、妻の中で1人
草壁の皇子とともに連れ従った。

16



○ 天武持統天皇陵
／野口王墓 大内陵

《阿不幾乃山稜記(あおきのさんりょうき)》
1235年の盗賊の取調書物。
1880年高山寺で阿不幾乃山稜記
が発見され、
天武持統天
皇陵は見瀬
丸山古墳か
ら野口王墓
へ治定替え

八角形墳

17

薬師寺僧侶らによる天武天皇の法要



■ ｢文物の議、是に備われり｣“藤原京”誕生

㉖継体帝

㉗安閑帝 ㉘宣化帝

㉚敏達帝

㉞舒明帝

㉛用明帝

㉟皇極帝㊲斉明帝 ㊱孝徳帝

㊴弘文帝

㊳天智帝 ㊵天武帝

草壁皇子

㊶持統帝

㊷文武帝

㊸元明帝

新帝は30歳をすぎ、群臣の推挙されること
天皇と有力豪族の妃との皇子であること
女帝の子どもへの直接継承は認めにくい

⑮応神帝の５世孫

㉙欽明帝

㉜崇峻帝 ㉝推古帝

飛鳥時代後期 持統帝の拘り

兄弟相承から嫡系・直系継承へ
686.10.2 大津皇子の自害 18

手白香皇女

㉔仁賢帝の娘
㉕武烈帝の妹

○ 天皇の皇位継承



《明日香村が世界遺産登録を目指す理由》

 世界への情報発信、地域ブランド“飛鳥”の獲得
 UNESCOお墨付き効果による国内で“飛鳥“再評価
 飛鳥住民の誇り拡大、観光関連業の発達

 遺跡保存のための開発規制強化 ⇒現行明日香法で可能

 過剰な観光客増大で生活環境の悪化⇒長期滞在型観光期待

明日香法施行40年 《農村景観は守れたが、未来にどう継続していくか》

歴史的風土、埋蔵文化財は保全されたが、若者の村外流出により急速に過疎
が進行し、村の維持継続が困難に ⇒景観や文化財を活用した活性化へ

明日香まるごと博物館づくり 《2025目途に、歴史・自然を活かして地域再構築》

観光戦略・農業戦略の具体化により、見所、体験、宿泊、食事、土産を再編
高松塚古墳壁画館、キトラ古墳四神の館、飛鳥宮跡・京跡苑池整備等に目途

⇒歴史的風土活用型の特別な旅行商品づくり

《背景》飛鳥で暮らし、飛鳥で働き続けるために

期待する
メリット

デメリッ
ト対策

19

新たな生活様式のもと新たな観光形態

Ⅲ．明日香まるごと博物館づくり 飛鳥・藤原はなぜ
世界遺産登録を

 めざすのか？



●“明日香まるごと博物館づくり”の課題

Ⅰ．歴史文化観光は、地域の歴史を知っていることが前提。

史跡の多くは地中にあり、目視しにくい。分からない！

⇒保存強化型復元、画像や映像、AR・VR、ｽﾄｰﾘｰ開発、伎楽 など

Ⅱ．フィールドミュージアムは、天候、四季、寒暖差などに

左右され易く、通年利用されにくい。夏暑く、冬寒い！

⇒夜間・早朝体験の開発、宿泊地・夕食・ﾐｭｰｼﾞｱﾑの整備 など

Ⅲ．歴史文化型・屋外型の高付加価化値観光（EX.グランド

ツーリズム？）は日本などでの成功事例は少ない？

⇒欧米来訪者の歴史観に対応したプロのガイドツアー など

Ⅳ．明日香まるごと博物館づくりに成功しても、オーバーツ

ーリズムが発生すると予想。大都市圏内での対策は？

⇒駐車場の有料化・予約制、地域通貨の発行と変動制価格 など

Ⅴ．景観（街並み、農村風景、里山など）をどう守る？
   ⇒後継者、企業、２箇所居住、オーナー制度、獣害 など

20



食事処
地産地消、飛鳥鍋

ｵｰﾍﾞﾙｼﾞｭ：
弥富、さらら

ｶﾞｽﾄﾛﾉﾐｰ：ダテッラ
花井屋

体験
農作業、オーナー制度
ﾅｲﾄﾂｱｰ､ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ、伎楽
プロガイド、森林浴、

発掘体験

感
泊

食

お土産
直売所、飛鳥ブランド
チャレンジショップ
旅行商品開発、
飛鳥ブランド

見どころ
キトラ、無電柱化、牽牛子塚
古墳、飛鳥宮・苑池、中尾山
新高松塚古墳壁画、伎楽、

竹林、里山林

観

歴史と自然を五感で体感
目で見て／耳で聞き／鼻でかぎ／
手で触り／口で味わう

ただしオーバーツーリズム対策を

買

宿
民宿、教育旅行
B＆B､ｹﾞｽﾄﾊｳｽ､ｷﾄﾗ

ﾌﾞﾗﾝｼｴﾗﾋﾞﾗ・石舞台､
キトラ、弥栄､明日香の宿

星のや､祝戸荘

日本遺産
日本国創成、横大路、西国３３カ所

■ 明日香まるごと博物館づくり

プロガイド、
海外への情報発信、VR･AR技術、
ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ・高付加価値旅行商品づくり、
明日香まるごと共通券、観光ＤＭＯづくり

商品化

21

伎楽、万葉集

ﾍﾞｽﾄﾂｰﾘｽﾞﾑ
ﾋﾞﾚｯｼﾞ

世界遺産
飛鳥・藤原



牽牛子塚古墳 2022.3.5 ｵｰﾌﾟﾝ

飛鳥宮跡、飛鳥京跡苑池
2030 イベント実施予定

新庁舎建設 2023.5.8 開庁

長谷工／ﾌﾞﾗﾝｼｴﾗｳﾞｨﾗ明日香
 2022.3.18 ｵｰﾌﾟﾝ
ﾌﾞﾗﾝｼｪﾗ石舞台ﾃﾗｽ

 2025.7.24 ｵｰﾌﾟﾝ

高松塚古墳壁画保存管理公開
活用施設 2029供用予定

星野リゾート
真弓地区 2027 開業予定
祝戸地区 改修設計中

飛鳥駅

藤原京
歴史ゾーン

飛鳥京
歴史ゾーン

奥明日香
自然ゾーン

明日香
古墳ゾーン

至 南阪奈道路

至 桜井
駅

人の
動線

至 京奈和自動車道

村教委より資料提供
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道の駅 飛鳥 2018.4 登録

飛鳥ナンバー
 2020.5～ 交付

明日香まるごと博物館マップ《拠点・施設編：短(太線)･中(実線)･長(破線)期》

「飛鳥･藤原」の宮都
世界遺産登録 
2026.7 .26 登録

万葉文化館

飛鳥資料館



法隆寺地域の
仏教寺院

紀伊山地の霊場と参詣道

古都奈良
の文化財

古都京都の文化財

←姫路城

飛鳥・藤原の宮都

関西の世界文化遺産

百舌鳥・
古市古墳群

近畿7番目の世界遺産登録！
法隆寺地域の仏教建造物 （1993）

姫路城 （1993）

古都京都の文化財 （1993）  

古都奈良の文化財 （1998）

紀伊山地の霊場と参詣道 （2004）
百舌鳥・古市古墳群 （2019）

飛鳥・藤原の宮都  (2026.7.26）

七つの世界文化遺産をはじめ、
日本遺産、歴史街道など、世界
に誇る日本独自の歴史文化資源
を、東京、そして、世界に発信

⇒日本を知るための広域観光
が地方の魅力創造へ
⇒その為の関西外郭環状道路
のミッシングリング解消を

23



○世界遺産登録を活かした
“明日香まるごと博物館づくり”をめざして (その１)

Ⅰ．「飛鳥・藤原の宮都」歴史展示の充実
・飛鳥の歴史文化ステーション［万葉文化館の改修など］ 【2026～】

・世界遺産版「バーチャル飛鳥京」「トブトリDX」の構築 【2026～】

・飛鳥の宮都ガイダンス施設［旧役場］／宮跡,京跡苑池など【2030～】

・飛鳥の古墳ガイダンス施設［高松塚］／高松塚古墳壁画など【2030～】

Ⅱ．交通体系の見直し
・6遺跡をめぐる「ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ」

の運行開始【2026.5～】

・駐車場予約制度導入検討【2026】

Ⅲ．新たな構想、組織づくり
・飛鳥ＤＭＯの立上げ【2026】

・飛鳥ブランドの醸成【2026】

・西明日香エリアの基本構想策定 ・ 24



Ⅳ．にぎわいの街づくりの展開
・飛鳥宮跡周辺地区／宿泊、食事、土産、展示、劇場など施設 ＋ ｲﾍﾞﾝﾄ

‥歴史文化ステーションＶＳ集落に「にぎわい」づくり

・飛鳥駅前周辺地区／案内、乗換、駐車、買い物

‥飛鳥のゲートウェイ“道の駅 飛鳥”の機能強化

・閑散期のにぎわい／（冬、夏）（夜・朝）

‥伎楽プロジェクト【2025～】

たまゆら夜市【2025～】、飛鳥ハーフマラソン

Ⅴ．まるごと博物館づくりとの展開
・明日香の美しい竹林の復活

‥史跡周辺の竹林整備【2024～】、

真竹林の整備・管理【2026～】

・里山林の再生、里山の村づくり

‥クヌギ林の整備と菊炭づくり【2026～】

○世界遺産登録を活かした
“明日香まるごと博物館づくり”をめざして(その２)

2025.３～「飛鳥のミライズ」開催
民間有志の勉強会、自由に組んで事業化
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彼岸花祭り2017 村長賞

飛鳥光の回廊 岡寺

44

劇団 時空

石舞台ライトアップ

プロガイドツアーナイトツアー

26

光の回廊/岡寺
（2025.11～）

明日香村を体感、新たな感動！

和太鼓 倭

たまゆら夜市

ご清聴ありがとうございました。
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